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深梁工法 ―杭連結による簡便な桟橋補強―

従来の大規模な改良工法と比較し、現地における施工期間

の大幅な短縮が可能であり、岸壁の利用制限を必要最小限に

抑えるとともにコストの削減にも繋がる優れた工法である。

様々な岸壁延長や水深にも対応できる他、水産分野における

取組実績がある点も評価された。

鉄構インフラ事業部は、ハイブリッドケーソン等の

沿岸鋼構造物を多数提供しており、近年はインフラ老

朽化対策や東日本大震災を契機とした復興・国土強靭

化対策として、ハイブリッド防潮堤、深梁工法など斬

新な製品で皆様のニーズにお応えしています。今後も

社会インフラを支えるプレキャスト構造物を創出して

まいります。

この度は、インフラメンテンナンス大賞 優秀賞を

頂きありがとうございます。

これを機会に、深梁工法の普及に邁進すると同時

に、エンジニアリング会社として既存のインフラが

抱える問題に向き合い、解決に寄与できる製品の創

出に努めて参ります。

JFEエンジニアリング部社会インフラ本部

鉄構インフラ事業部 技術部

防災保全室 室長 奈良 正

03-6212-0021/nara-e-tadashi@jfe-eng.co.jp

JFEエンジニアリング株式会社 社会インフラ本部

門倉宏子/園部与志克/由井陸粋

高橋健/田中祐人/奈良正/吉川貴志

・ 桟橋の既設部材を最大限有効活用(リユース)

・ 供用しながらの補強が可能

・ 桟橋の剛性を高め耐力増大
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港湾の既存施設(杭式桟橋)は老朽化、耐震強化、船舶(ク

ルーズ船)大型化などにより、所定の性能を維持できないケー

スが増加しており、従来、桟橋補強工法としては杭の増設な

どの対策が実施されてきたが、大掛かりな工事を要していた。

深梁工法は、既設杭の間を鋼製箱梁(深梁)で連結することで、

既設部材(上部工、杭）を最大限活かした桟橋補強工法である。

また、岸壁の利用制限を必要最小限に抑えた簡便な施工を実

現した。


